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こうほう
博物館

◎町民会館ミニギャラリー
　5月　展示なし
　6月　写友会

◎文化会館ロビー展
　5月　展示なし
　6月　水墨画クラブ

◎サビア展
　5月　展示なし
　6月　俳句会

◎銚子商工信用組合展
　5月　展示なし
　6月　横芝写真クラブ ▲中台の山の中の「ちご百合」
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